
未
来
を
切
り
拓
き
、
さ
ら
な
る
経
済
成
長
へ

　人口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
日
本
。
こ
れ
は

単
に
人
口
が
減
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
労
働
力
も

減
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　今後
も
わ
が
国
が
経
済
成
長
を
続
け
て
い
く

に
は
、
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
の
生
産
性
の

向
上
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　社会
の
無
駄
を
な
く
し
、
生
産
性
の
向
上
を

図
る
取
り
組
み
「
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

特集

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

生
産
性
革
命
元
年

3



3

1,2
4 5

6 9

10

11

7

8

12 13

※さまざまな物に通信機能を持たせ、インターネットを介して連携すること。

特集

生産性革命元年
未来を切り拓き、さらなる経済成長へ

●「訪日クルーズ旅客を2020年に500
万人」の目標実現に積極的に取り組む。

コンパクト・プラス・ネットワーク
●都市のコンパクト化、密度アップ、公
共交通の利便性向上により、訪問介護
の移動時間減少、中心市街地での消
費額増加などサービス産業の生産性
を大幅に向上。

●高齢者、子育て世帯等の行動をビッグ
データで解析、ユーザー目線も備えた
プランニング手法に一新し、施設の最

建設産業 i-Construction
▶8ページにて詳しくご紹介

住生活産業
●	市場で評価される既存住宅にする、既
存住宅でも安心という評価に変えるた
め、消費者に既存住宅の魅力を効果
的に訴求する取り組みを行う。さらに、
住生活関連の新たなビジネス市場の
創出・拡大を促進する。

造船業 i-Shipping
●	船舶の開発・建造から運航に至る全
てのフェーズ（段階）で ICTを取り入
れ、造船業の生産性を50％向上さ
せ、運航では省エネ・故障ゼロを目指
す「i-Shipping」を推進。

●	日本造船の世界シェアを20％から
30％に上昇させ、GDPの拡大、地域
経済と雇用に貢献。

物流産業
●	移動時間・待ち時間のムダ、スペース
のムダなど、さまざまなムダを大幅に
効率化し、生産性を向上させるため、
荷主協調のトラック業務改革、自動隊
列走行の早期実現などの「成長加速物
流」を推進。

●	連携と先端技術で、利便性も生産性も
向上させるため、受け
取りやすい宅配便の実
現など「暮らし向上物
流」を推進。

トラック輸送
●	ドライバー不足解消のため、特車許可
基準を緩和。ダブル連結トラックの導
入を図り、省人化を促進。

●	物流拠点との接続強化、輸送の機動

適立地を実現。

土地・不動産の最適活用
●土地・不動産について不動産証券化の
手続き簡素化、空き家再生等のための
新たな制度創設など、流動化を通じた
有効活用を図り、需給のミスマッチの
解消、新たな需要の創出等を進める。

●GDP600兆円達成に向け、2020年
頃にリート（不動産投資信託）等の資産
総額を約30兆円に倍増。

性強化のための特車審査の迅速化な
ど、道路ネットワークを賢く使う。

観光産業
●	従来型の旅館の経営スタイルなどを
抜本的に改革し、宿泊業を観光立国の
中核を担う基幹産業とする。

●	日本版DMOを全国各地で形成・育
成するとともに、観光地再生・活性化
ファンドを駆使した「観光まちづくり」に
より未来発想の観光地経営を実現。

●	休暇の分散化などを含む休暇改革に
より、国内旅行の振興、観光需要の平
準化を図り、観光産業の生産性向上を
促進。

科学的な道路交通安全対策
●ビッグデータを活用し、生活道路にお
ける速度超過箇所や急ブレーキ箇所
等の急所を事前に特定。効果的な速度

社 会 の ベ ー ス

産 業 別

未 来 型

駅などに設置されている
宅配ボックスの一例

既存ストックの活用

ダブル連結トラック
（１台で２台分の輸送が可能）

低減策を実施。
●運転者の運転特性を保険料に反映さ
せる「テレマティクス保険」を普及・促進。

成長循環型の
「質の高いインフラ」海外展開

▶10ページにて詳しくご紹介

生 産 性 革 命 プ ロ ジ ェ ク ト 13

防舷材
係船柱

渋滞をなくす
ピンポイント対策と賢い料金

▶6ページにて詳しくご紹介

クルーズ新時代の港湾
●既存ストックと民間
活力を最大限に活
用し、クルーズ船の
寄港増に対応。
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わ
が
国
で
は
平
成
22（
２
０
１
０
）年
の
１
億
２
８
０	

６
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
少
子
化
は
深
刻
で
、
極
め
て
速
い
ペ
ー
ス
で
高

齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
、
こ
れ
ま
で
日

本
経
済
を
支
え
て
き
た
勤
勉
で
豊
富
な
労
働
力
が
急

激
に
減
少
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
人

口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な「
ム
ダ
」

（
例
え
ば
道
路
移
動
時
間
の
約
４
割
が
渋
滞
に
費
や

さ
れ
て
い
る
状
況
な
ど
）を
減
ら
し
、
労
働
者
の
減
少

を
上
回
る
生
産
性
の
向
上
が
あ
れ
ば
、経
済
成
長
を
続

け
て
い
く
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
す
。

そ
こ
で
国
土
交
通
省
で
は
大
臣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
下
、
本
年
を「
生
産
性
革
命
元
年
」と
し
、
省
内
に

「
国
土
交
通
省
生
産
性
革
命
本
部
」を
設
置
。
総
力
を

挙
げ
て「
社
会
の
ベ
ー
ス
」、「
産
業
別
」、
そ
し
て「
未

来
型
」の
三
つ
の
切
り
口
か
ら
生
産
性
革
命
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

13
の
生
産
性
革
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
へ

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
急
速
に
発
達
し

つ
つ
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）、Ｉｏ
Ｔ
※
、ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
活
用
な
ど「
未
来
型
」の
投
資
や
新
技
術
の

活
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
か
つ
て
東
名
・
名
神

高
速
道
路
や
東
海
道
新
幹
線
の
全
通
が
日
本
の
高
度

成
長
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
、
都
市
部
の
渋
滞
解
消
に

よ
る
移
動
時
間
の
短
縮
、
事
故
や
災
害
の
リ
ス
ク
の
低

減
な
ど
、戦
略
的
な
社
会
資
本
の
整
備
や
活
用
を
通
じ

た「
社
会
の
ベ
ー
ス
」の
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

も
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
建
設
産
業
、
住
生
活
産
業
、
造
船
業
、
物

流
産
業
、
観
光
産
業
な
ど
の「
産
業
別
」の
生
産
性
向

上
も
急
務
で
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、「
国

土
交
通
省
生
産
性
革
命

本
部
」に
お
い
て
、
す
で
に

熟
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る

13
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選

定
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
、

「
渋
滞
を
な
く
す
賢
い
料

金
」で
は
、４
月
に
首
都
圏

で
導
入
し
た
新
た
な
高
速

道
路
料
金
の
効
果
と
し
て
、

首
都
高
速
の
渋
滞
緩
和
、
一
般
道
の
交
通
量
の
緩
和
、

圏
央
道
の
利
用
促
進
が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す（
６

ペ
ー
ジ
参
照
）。

６
月
２
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
経
済
財
政
運
営
と

改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
６
」（
骨
太
の
方
針
）や「
ニ
ッ

ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」で
も
、
生
産
性
革
命
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
政
府
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
、
国
民
経
済
や
国
民
生
活
の
基
盤

で
あ
る
社
会
資
本
や
観
光
、
物
流
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
担
っ
て
い
ま
す
。「
社
会
の
ベ
ー
ス
」「
産
業
別
」「
未
来

型
」の
三
つ
の
切
り
口
か
ら
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
未
来
を
切
り
拓ひ

ら
き
、
希
望
を
生
み
出
す
わ
が

国
経
済
の
持
続
的
で
力
強
い
成
長
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国土交通省生産性革命本部の様子

（出典：内閣府・総務省統計局）

生
産
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向
上
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